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は じ め に
１９７０年代から，シリコンバレーをモデルとして，多くの国の政府が「第２
のシリコンバレー」を自国内に建設しようと，ハイテク型産業の振興をテコと
する地域開発政策を展開してきた。サイエンスパークの建設は先進国だけでな
く，インド・中国などの途上国においても注目されるようになった。
中国では，１９８８年に承認された中関村１）をはじめ，２００８年現在国レベルの
サイエンスパーク２）は５３に及び，そのほか省・市レベル・民間レベルのサイ
エンスパークが数多く存在している。
中関村は北京大学，清華大学，中国科学院の研究機関からスピンオフした研
究者が創業をした企業が中核に成長してきたが，国家主導型政策に基づく科学
技術投資の集中及び外資の大量投入が大きな発展要因である。さらに，中関村
は，大学・研究機関の集積，帰国留学生による創業・資金還流，などの特
徴を持ち，それらが中関村の成功に大きな役割を果たしている。中国のサイエ
ンスパークについて，北京の中関村のほか，上海の張江高新技術産業開発区
（以下張江開発区と称す）が注目されている。
中国におけるサイエンスパークの発展プロセスについて，鄭静・薛徳昇・朱
［２０００］はこれまでに４つの段階を り発展してきたと主張している。３）早期
１）中関村科技園区の略，以下同。
２）中国では「高新技術産業開発区」という。
段階（１９８４年～１９９０年）においては，サイエンスパークは数が少なく首都と
沿海部に集中している。成熟段階（１９９０年～１９９４年）においては，各地にサ
イエンスパークが乱立し，用地が過大な規模に開発された。差別化段階（１９９４
年～１９９７年）においては，サイエンスパークの開発効果に大きな格差が見ら
れ，数は安定しつつある。再開発段階（１９９７年以降）においては，サイエン
スパークは数が減り，用地の開発規模がコントロールされている。
また，中国では，サイエンスパークに対する研究は１９９０年代から盛んにな
り，各地のサイエンスパークの成長とともに，サイエンスパークはより多くの
学者の関心を引き寄せている。サイエンスパークに対する議論は主に３つの方
向で展開されている。第１は，中関村などの事例研究（盖文啓［１９９８］）；第２
は，イノベーションの役割など，イノベーションシステムの一般的な研究（盖
文啓［２００２］，賈根良［２００３］）；第３は，シリコンバレーなどの先進事例との
比較研究（李新春［２０００］，童暁燕［２００１］）である。このように，中国のサイ
エンスパークに対する研究は，発展様子を紹介するものが多く，各地に点在す
るサイエンスパークを高く評価するものが多い。イノベーションシステムにつ
いては，その役割や重要性を分析するものが多いが，イノベーションシステム
の構築に関する議論が少ない。また，サイエンスパークの問題点についての分
析が不足している。
本稿は，中国の大都市型サイエンスパークのケーススタディとして張江開発
区を取り上げている。それはこれまで中国の経済発展をリードしてきた上海の
経済発展の実態を解明することによって，中国のハイテク型産業集積の全体像
と方向性をより明らかにすることができるからである。すなわち，本稿の目的
は，張江開発区に対する実証分析，とりわけ張江開発区のイノベーションシス
テムを中心に分析を加え，大都市型モデルの発展特徴を明確にし，また中央型
モデルの差異点を明らかにすることである。また本稿は産業集積論，知識創造
３）鄭静・薛徳昇・朱［２０００］。
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論に依拠しながら，張江開発区に対する評価を試みる。
張江開発区の発展特徴としては，中国の経済・金融中心の上海に立地してい
るため，国家資金の集中的投入・大学や研究開発機関の集積・質の高い人材の
密集・空港や港など公共インフラの整備などが最も大きな成功要因となってい
る。また，中国国内の多文化の融合や常に世界に目を向ける地域性から，中国
最大の文学創作サイト（起点中文サイト）や世界で最もユーザー数の多いイン
ターネットテレビ（PPLIVE）などユニークな文化産業が多数誕生している。
しかし，順調に発展している張江開発区には多くの問題を抱えている。第１
に，大学・研究機関が浦西に集中しているため，産官学連携にはまだ大きな課
題が残っている。第２に，生活環境，特に人材が移住する際の小中学校やレ
ジャー施設が不足している。第３に，市場制度の未発達である。第４に，ベン
チャーキャピタルシステム・創業市場の設立が大きな課題である。
以下では，まず第１節において，張江開発区の発展経緯を概観する。第２節
において，張江開発区の技術イノベーションと創業支援システムの現状を考察
する。第３節において，張江開発区が直面する諸問題を分析する。第４節にお
いて，張江開発区の今後の課題を分析する。
第１節 張江開発区の発展経緯
１．１ 張江開発区の設立と地理的位置
上海の国家レベルのサイエンスパークは１９９１年３月に設立され，翌年上海
高新技術産業開発区と名称変更され，張江開発区はその中の一部である。張江
開発区は上海浦東新区の中部に立地し，計画開発面積は約２２．１平方キロメー
トルである。園区には新技術の開発区・ハイテク産業区・科学研究の教育区・
生活地区などの機能団地がある。１９９８年に，張江開発区の区域は張江中核園・
楊浦園・紫竹園の他，漕河 新興技術開発区，上海大学科学技術園，中国紡織
国際科学技術産業園，金橋現代科学技術園，嘉定民営科学技術集積区を含め，
「一区六園」の構造が形成された（図１参照）。さらに，園区面積は４２．１平方
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キロメートルに広がった。４）
張江開発区はもともと上海浦東に立地する浦東新区の小規模なサイエンスパ
ークであったが，人口が密集する上海旧市街から浦東に開発方針が転換されて
から，特に１９９９年８月の「張江注目５）」をきっかけに，IC・ソフトウェア・
生物医薬などの分野が主導産業として位置づけられ，急成長を迎えた。
２００６年に上海高新技術産業開発区が上海張江高新技術開発区に名称変更さ
れ，張江開発区は上海経済の最も重要な一部分として確実に成長を遂げ，全国
的に最も実力のあるサイエンスパークの１つに発展してきた。６）
張江開発区は大きく６つの園区に分かれる。７）
 張江中核園
張江中核園は浦東新区の中部に立地し，開発計画面積は当初の５平方キロメ
４）張江開発区ホームページ。
５）中国語では「聚焦張江」という。
６）張江開発区公式ホームページ。
７）同上。
図１ 張江開発区の地理的位置
（出所）中国創新サイト。
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ートルから２５平方キロメートルに拡大した。園区は技術イノベーション区域・
ハイテク産業区域・科学研究教育区域・生活区域からなっている。中核園は，
生物医薬産業と情報技術産業を柱産業として位置づけるとともに，新材料産業
と環境・エコ産業を積極的に誘致する。
 漕河新興技術開発区８）
漕河新興技術開発区は上海市の南西部に立地し，１９９１年に建設された。
周辺には上海交通大学・華東理工大学・上海師範大学・など２０以上の大学が
あり，また中国科学院上海分院・中国科学院上海生物工程研究センター・中国
科学院上海微電子研究開発基地など１２０以上の研究所が集積し，張江開発区の
最も頭脳の地域である。漕河 園の開発計画面積は８．３平方キロメートルに拡
大され，「浦江ハイテク区」の建設が予定されている。
 上海大学科学技術園
上海大学科学技術園は１９９２年に建設され，開発計画面積は１平方キロメー
トルである。園区は，上海大学科学園区インキューベーター・上海大学市北工
業園・ 学子９）創業園からなっている。この園区は主に上海大学との産官学
連携を通して，科学技術成果の産業化を目的としている。
 中国紡織国際科学技術産業園
１９９３年１０月，中国紡織総会は上海・青浦でハイテク産業開発区を建設し，
開発計画面積は２．１３３キロ平方メートルである。園区は現代紡織と新材料産業
を中心としている。
 金橋現代科学技術園１０）
金橋開発区は１９９０年に建設され，開発計画面積は２７．３８キロ平方メートル
である。１９９８年４月に上海市政府は，上海金橋輸出加工区の敷地内で，ハイ
テク技術が集積した６平方キロメートルの地域を金橋現代科学技術園として建
８）漕河新興技術開発区公式ホームページ。
９）中国語では「数多くの教え子」という意味。
１０）金橋現代科学技術園公式ホームページ。
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設された。
 嘉定民営科学技術集積区
嘉定民営科学技術集積区は１９９４年に建設され，開発計画面積は２平方キロ
メートルである。園区は，嘉定ハイテク園（０．５４平方キロメートル）・復華ハ
イテク園（１．２平方キロメートル）・中国科学院ハイテク園（０．２６平方キロメ
ートル）からなっている。嘉定ハイテク園は留学生の起業や民営ハイテク企業
を支援し，新材料・情報技術・医療保健技術などの発展を中心としている。復
華ハイテク園は復旦大学との連携で，新材料・新エネルギー・新機械・新製造
技術を発展の中心としている。中国科学院ハイテク園は中国科学院ハイテク産
業化計画実施基地として，光通信技術・通信材料・新エネルギー・センサーな
どの発展を中心としている。
１．２ 張江開発区の現状
張江開発区は１９９２年の設立以来，急速な発展を見せている。２００５年現在，
工業生産総額は２，４６２．９億元に達し，上海市全体の１５．６％を占め，外資によ
る投資額は１４６．３億ドルに達し，上海市全体の１６．１％を占める。また，ハイ
テク企業の工業生産総額は２０００年の４１３．９億元から，２００５年に１，６８２．２億元
に増加し，約４倍に増加した。工業の総収入は２０００年の４４９．７億元から，２００５
年に約４倍の１，９１２．９億元に増加した。輸出額は２０００年の９．６５億ドルから
２００５年に約１３倍の１２８．２億ドルに増加した。１１）
２００６年現在，当該地域には，４，８６２社のベンチャー企業が立地している。そ
のうち，外資系企業が１，９８１社で，約４割を占めている。２００５年現在，園区
のハイテク企業は１，６８２．２億元の総生産を実現し，上海市全体のハイテク企業
の生産総額の４０．１％を占めている。そのうち，展訊通信，微創医療，中信国
健，万達情報，上海貝嶺，盛大ネット，携程など革新力・競争力が高い企業が
１１）中国創新サイト。
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成長している。１２）
２００６年現在，張江開発区のハイテク企業が取得した特許数は１，６５５件に達
し，２００５年より３８％増加した。ソフトウェアの著作権登録数は１，６７５件に達
し，２００５年より３０％増加した。また，生物医薬の分野では，上海中信国健生
物技術有限公司などの製薬会社が徐々に優位性を見せ始め，２００５年には４件
の抗体系新薬が臨床試験を経て生産開始した。これまでに１１件の抗体系新薬
が市場に出回るが，その内の１０件は上海で開発され，更に内９件は当社が開
発したものである。
外資による投資は１９９０年代末に拡大し始め，２００３年をピークに，実際投資
額が急増している。２００４年現在，アメリカ，日本，ドイツ，シンガポール，
香港，台湾など３０カ国と地域の企業が張江に進出している。１３）外資系企業の数
だけでなく，外資による投資額は全体の６割近くを占めるなど，外資による集
中的投資は張江開発区の最も重要な発展要因の１つであることが分かる。
１２）同上。
１３）張江開発区公式ホームページ。
図２ 投資総額及び外資による投資額の推移 単位：億ドル
（出所）張江開発区公式ホームページの公開データをもとに作成。
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また，２００３年をピークに，投資総額及び外資による投資額はともに初期段
階より下降傾向にある。それは「張江注目」戦略の実施によって，政府及び民
間企業・外資の投資が盛んに行われるようになり，１９９０年代末から２０００年代
にかけては，ITブームが起こったからである。活発化した起業活動と外資投
資額の増加は張江開発区の持続発展を支えている（図２参照）。
また，固定資産投資の推移図から見ると，情報産業への投資は最も多く，８
割以上を占めていることが分かる。情報産業のほか，光メカトロニスク，新素
材・新エネルギー，バイオ関係の企業も集積しているが，２００３年をピークに
下降傾向にある（図３参照）。
１．３ 張江開発区の特徴
１．３．１ 地理的優位性
張江開発区は上海市内でありながら，十分な土地資源を持つことは最も大き
図３ 固定資産投資の推移 単位：万元
（出所）張江開発区公式ホームページの公開データをもとに作成。
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なメリットである。また，張江開発区は上海市内の三つの環状線の至近距離に
あり，浦東国際空港のすぐ近くにあり，空港から上海中心へのアクセスの通り
道である。更に，２本の高速鉄道が園区を通過するため，交通至便なところで
ある。上海は中国通信の中心の１つであるため，インターネット通信のインフ
ラが整備されている。
張江開発区はさらに東や南に広がる傾向があり，将来，研究生園区・創意産
業園区及び孫橋現代農業園区が南区の敷地の中に入ることになり，東は住宅基
地となる。上海市内の東南部が沿海デルタとなっている。浦東国際空港，洋山
国際深水港，臨港新城の開発とともに，東南部は更なる発展を遂げ，張江地域
の大きな支えとなるであろう。
１．３．２ 大学・研究所と人的資源
上海は中国の研究開発，大学教育とハイテク研究の重要な基地であり，総合
技術力は北京に次ぎ全国第２位である。張江開発区の強みはハイテク産業の集
積とともにそれを支える高学歴の人材が養成されていることである。上海には
国立大学６０校，私立大学１６校があり，学生数が約６０万人にのぼる。国立大
学の総合評価は北京に次ぎ全国第２位であり，年間およそ１０万人の卒業生を
送り出している。しかし，海外への留学経験者の大半は北京で起業し，就職し
ている。そのため，張江開発区は優秀な人材を引き寄せるために，上海市戸籍
の取得・起業支援などの政策を実施し，開放的で流動的な人材市場ができてい
る。１４）
張江開発区は中国の経済・金融中心の上海市内に立地しているため，教育レ
ベルの高い人材が多く集積し，環境や生活水準に対する期待が高い。また，上
海市内では，人口が浦西から浦東へ，浦東から環状線の付近へと分散する傾向
がある。
１４）張江開発区公式ホームページ。
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また，産学官連携を進めるために，復旦大学・上海交通大学・同済大学など
総合大学の周辺に技術産業パークが設立され，技術の産業化を促進している。
１．３．３ 公的資金と外資の集中導入
張江開発区の発展の最も大きな要因の１つは，上海政府による政策・資金の
援助と外資の集中的導入である。しかし，２０００年代に入ってから，中国政府
はこれまで外資誘致のための優遇政策を徐々に廃止し，公的資金の投入の中心
をインフラ整備が遅れている内陸部に方針転換した。それによって，張江開発
区での投資総額及び外資による投資額や，固定資産投資総額が共に下降傾向に
ある（図２，図３参照）。
同じ傾向は北京の中関村では見られなかった。それは中央型モデルとしての
中関村は国や北京政府からの政策・資金の援助によって発展し，徐々に公的資
金依存の公的資金依存型発展から内発型発展へと転換しつつあるのに対して，
大都市型の張江開発区はまだ政府資金及び外資依存の状況から脱出していない
からであると考えられる。
１．３．４ 帰国留学生と華人のネットワーク
張江開発区の経済発展に大きな役割を果たしているのは帰国留学生，通称
「海亀１５）」の存在である。２００５年現在，張江開発区の帰国留学生は約４，５００人
を数え，帰国留学生による創業は５５０社に上る。留学先は移民政策が発達した
アメリカをはじめ，日本，イギリス，カナダ，オーストラリアに集中してい
る。創業者全体の４０％は博士号の持ち主で，５０％は修士号の取得者である。１６）
張江開発区は留学生の帰国を誘致するため，留学帰国者専用のインキューベ
ーターを設立し，大学と共同で「留学人員創業園」など創業施設を設け，ベン
１５）もともと「海帰」と書き，海外からの帰国者という意味であるが，「海亀」と発音が同
じであるため，掛け言葉として流行語になっていた。
１６）張江開発区公式ホームページ。
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チャーキャピタル・法律・会計などの支援システムを整備し，留学帰国者の起
業をバック・アップしている。
しかし，張江開発区の留学生の帰国誘致政策は中関村と比べるとそれほど積
極的ではないように見られる。中関村は留学生の帰国を促進するため，２０００
年からシリコンバレー・東京・アムステルダム・トロント・メリーランドに海
外事務所を設置し，中関村の宣伝，留学生との連絡などの業務を行っている。
また，北京は大学の知名度や創業環境の整備など上海より優れている面がある
ので，帰国留学生は創業の地として上海より北京を選ぶことが多い。
１．３．５ 高いイノベーション能力
地域イノベーション能力の総合ランキングによると，２００６年現在，上海は
北京を抜き全国トップになっている。１７）北京は外資による直接投資への依存度
が上海より低く，質の高い豊富な人材や大学・研究所の集積と良い創業環境が
優位性であるのに対して，上海は優れたビジネス環境や長江デルタ経済圏との
連携よって，全国でイノベーション能力が最も高い地域に発展してきた。
２００４年現在，上海市における公的資金による研究開発費は７９億元に上り，
北京の２７２．８億元の３分の１にも満たないが，全国２位になっている。しか
し，大企業や中堅企業の社内研究開発費について，全国１７位の北京に対し
て，上海は１７８．６万元で全国７位になっている。また，特許数について，２００４
年現在，北京が５２８件で全国１位であるのに対して，上海は４６９件，第２位で
ある。技術市場の取引額について，２００４年現在，北京は４２５億元で全国１位に
対して，上海は１７１億元の２位になっている。このように，北京と上海はとも
にイノベーション能力が高い地域であるが，公的資金による支援が特徴の北京
と異なり，上海では外資に依存しない資金調達，中小企業への資金調達や創業
時の支援など，イノベーションシステムが最も大きな課題であると考えられる。
１７）中国技術発展戦略研究チーム［２００７］。
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第２節 張江開発区の技術イノベーションと創業支援システム
ハイテク企業と研究開発機関が集中する張江開発区は，１９９２年に建設が開
始されて以来，企業を基本としたイノベーション重視の発展の道を実践し，優
秀な企業家と上場企業が多数誕生している。IC産業・生物医薬産業・ソフト
ウェア産業・文化創造産業・銀行カード関連産業・国家情報セキュリティ産
業・光電子産業・現代医療機器産業など８カ所の産業基地が建設された。ハイ
テク企業が発展するとともに，より高いレベルの支援策が必要とされ，さらに
資金調達の改善が急務とされている。資本市場の重要部分として，ベンチャー
キャピタルはハイテク企業に融資し，資金調達の問題を改善するとともに，ハ
イテク企業に経営管理・戦略発展・財務管理などの支援を行い，また産業発展
やイノベーションの創造に提案をすることもできる。したがって，ベンチャー
キャピタルシステムの成否は，直接資本市場に大きな影響を与え，サイエンス
パークが持続的に発展するための重要要素である。
張江サイエンスパークは成立から今日まで，企業を全面的に支援するための
融資環境を整え，ベンチャー企業の支援体制を構築した。革新的な人材やハイ
テク企業，重要研究機関及び仲介機関に対して，政策的により簡単に融資でき
るシステムが作り出された。例えば，特別な土地賃料，インキューベーター用
地及び割安賃料の政策，企業登録資本金の分割払い制度，無形資産を登録資本
金として認めるなど，中小企業を対象に手続きの簡素化や創業支援のために，
政府はさまざまな政策を打ち出してきた。また，中小企業を対象に支援基金が
設立され，創業まもない企業に資金提供をしている。さらに，財政資金の活用
によって，社会一般から資金調達するための各種ファンドが設置され，ハイテ
クプロジェクトの開発を支援している。
良好な政策環境によって，より多くの企業が立地するようになり，立地企業
とベンチャーキャピタル双方が満足するという投資効果が得られた。上海市・
浦東新区・張江開発区の政府による支援のもとで，２００６年１２月３１日に，国
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内初の文化産業専門の投資ファンド，上海東方恵金文化産業投資有限公司（初
期投資額１億元）が成立された。当社は政府系ファンドとして，イノベーショ
ンの創出システムを活用し，社会一般から資金を調達し，文化産業型企業の資
金繰り問題の解決を図る。また，このファンドの成立によって，文化産業資金
の多元化が実現され，上海市文化産業融資システムの建設が促進された。
ベンチャーキャピタルによる投資状況の分析によると，２００６年度は，投資
ファンドの件数や投資プロジェクトの件数，及び投資額ともに例年より増加傾
向にある。２００６年に，投資ファンドによる融資は，投資プロジェクト数が全
体の３６．７％を占め，例年合計の３分の２に当たり，投資額が投資総額の
５５．３７％を占めた。投資プロジェクトの年度別・金額別の比較によると，サイ
エンスパークの企業の発展とともに，投資ファンドによる出資の件数は増加し
つつある。また，２００６年現在，投資ファンドによる出資件数と金額がともに
増加しただけでなく，プロジェクト１件当たりの投資金額が増えていることが
わかった。投資ファンドによる出資プロジェクトは全体の１９．２３％を占め，プ
ロジェクト１件当たりの出資額は１，１０２．１２万元に上る。この金額は中国科学
技術促進発展研究センターによる２００５年度上海地域の推計金額（８００万元）を
大きく上回るが，北京（１，６６９．１９万元）より低い水準となっている。１８）投資金
額及び１件当たりの投資額の増加は，張江のハイテク企業が順調に成長してい
ることを証明した。
また，２００６年には，ベンチャーキャピタルの企業数と規模は増えつつあ
る。国際的にトップレベルのベンチャーキャピタルの多くは張江に立地し，張
江の企業に出資し，期待された成果が得られている。立地企業の産業分布とベ
ンチャーキャピタルによる投資分野は概ね合致している。特に IC産業では，
１９９９年から，投資ファンドによる投資はプロジェクトの件数と１件当たりの
出資額がともに増加している。
１８）上海中正致遠投資管理有限公司［２００６］。
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投資効果については，これまでに自己資金が中心で，他人からの融資が補助
的という中小企業の資金繰り問題がある程度改善された。また，サイエンスパ
ークでは総合的な環境の改善により，各企業はイノベーションの創出力が向上
し，経営能力の強化につながった。これによってベンチャーキャピタルの立地
と出資がさらに増えることになるのであろう。
第３節 張江開発区が直面する諸問題
張江開発区には，さまざまな規模のハイテク企業が立地し，内外資本の研究
施設が共存し，激しい技術競争と企業間競争が拡がっている。優勝劣敗の市場
競争の中でハイテク技術産業が革新能力を向上し，成長してきた。張江開発区
の発展を認めることができるが，同時に，ハイテク企業が持続的に発展するに
は多くの問題と試練に直面している。
第１に，大学・研究機関が浦西に集中しているため，産官学連携にはまだ大
きな課題が残っている。大学・研究機関は漕河新興技術開発区や上海大学科
学技術園など旧市街の周辺に集中し，中核園や金橋現代科学技術園など新しく
開発された浦東地域には少ないことが分かった。特に中核園は張江開発区の中
心として ICやソフトウェアの生産量は全国１位を競うまで成長してきたが，
金橋現代科学技術園と同じく，依然として研究型より生産型中心の産業構造と
なっている。
第２に，生活環境，特に人材が移住する際の小中学校やレジャー施設が不足
している。人口や都市機能はもともと旧市街の浦西に集中していたため，新し
く開発された浦東地区には地下鉄などの公共交通手段や学校が不足している。
特に中核園では，２００７年現在の雇用は１１万７，０５７人に達し，そのうち３５歳
未満の人が８０％を占めるという人口構造の中，小中学校やレジャー施設の増
設が急務とされている。１９）
１９）上海張江ハイテク技術園区公式ホームページ。
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第３に，市場制度の未発達である。この点については，張江開発区だけでな
く，中国全体としてよく指摘される問題点である。特に社会ルール・慣行など
の不備，特許・税務・金融などのコンサルタント・仲介業者の不足，知的財産
などの法律の不整備の問題が挙げられる。
第４に，張江開発区では特に資金不足や資金調達が難しいことが最も大きな
問題になっている。そのためベンチャーキャピタルシステムの建設が大きな課
題である。
張江サイエンスパークでは，ベンチャーキャピタルによる投資状況がある程
度改善されているが，企業の発展規模・発展段階・産業分布は，ベンチャー
キャピタルによる出資対象とは必ずしも合致しているわけではない。むしろ
偏っているように見られる。また，国内のファンドは規模と経験では海外の
ファンドと大きな差があることも見逃せない。具体的には下記のようである。
１．ベンチャーキャピタルは投資対象として，規模が比較的大きく，事業の
拡大を迎える企業を選択することが多い。立地企業の発展状況によって，この
条件対象から外されることが多いため，ベンチャーキャピタルによる出資はま
だ低いレベルにとどまっている。
２．ベンチャーキャピタルの規模が小さく，資金が不足している。ベンチャ
ーキャピタルの立地が増えつつあるが，国際的に有名なサイエンスパークと比
較すると，大きな差が存在する。
３．ベンチャーキャピタルによる出資と企業の需要とのギャップが大きい。
ベンチャーキャピタルによる出資状況からみると，投資分野は生物医薬・IC・
ソフトウェアなどの産業に集中し，投資対象は事業拡大期の企業に集中してい
る。シーズ期のプロジェクトに対する出資は極めて少ない。また出資方式とし
て，独立出資がほとんどで，他のベンチャーキャピタルと連携して出資するケ
ースが少ない。したがって，ベンチャーキャピタルの張江に対する注目度はま
だ低いレベルにとどまっていることが分かる。
４．持続的な出資が不足している。政策環境・創業まもない企業の管理問題
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などはベンチャーキャピタルシステムの発展に直接的・間接的に影響してい
る。
第４節 張江開発区の今後の課題
以上の分析を踏まえるうえで，ベンチャーキャピタルシステムを構築するに
は，下記の４点が必要であると考えられる。
第１に，各種法律の整備，法的環境の改善が必要とされている。第２に，上
海市及び新区の各種ハイテク産業政策を徹底することである。第３に，ベン
チャーキャピタルシステムを建設する際，政府の役割として，市場を指導・参
加及び退出するタイミングを十分に把握し，投資市場の妨げになってはいけな
いことである。第４に，政府の役割として，ベンチャーキャピタルの運用を監
督・管理するシステムを作り上げる必要がある。
すなわち，第１は，企業への支援サービスを行う際に，目利きとして有力な
企業を発見することである。企業の代わりとなって，ベンチャーキャピタルに
推薦したり，出資額やその他の事項を相談したり，また直接的・間接的にベン
チャーキャピタルと連携して共同投資を行うことで，ベンチャーキャピタルの
図４ ベンチャーキャピタルシステム建設の諸要素
（出所）上海中正致遠投資管理有限公司［２００６］をもとに作成。
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投資リスクが軽減されるとともに，企業の信用度も向上されることになる。そ
の上で，「ハイテク産業への積極的な投資・完全な産業チェーンと政策的な優
位」を中心に PRすることが大切であろう。また，張江の交通インフラや仕事
の環境を改善することによって，張江固有の人文環境と投融資環境を作り上
げ，より多くの企業・ベンチャーキャピタル・人材が張江に惹かれ，張江サイ
エンスパークはますます発展することになるのであろう。
第２は，企業とベンチャーキャピタルの間のプラットフォームを建設するこ
とが重要である。情報交換のプラットフォーム及びプロジェクト取引のプラッ
トフォームを建設することによって，企業とベンチャーキャピタルの間でより
よくコミュニケーションをとり，出資とプロジェクトのギャップを改善する。
情報交換プラットフォームはハイテク企業とベンチャーキャピタルに会社の基
本情報や最新の政策情報を公開する場であり，企業データベース・ベンチャー
キャピタルデータベース・政策情報公開など３つの部分からなっている。プロ
ジェクト取引プラットフォームはハイテク企業とベンチャーキャピタルの仲介
役であり，プロジェクト紹介会・知識講座・最新情報公開など３つの部分から
なっている。
第３は，創業資金を提供し，政府の参加力を強化する。ファンドへの投資を
増加し，投資期間を長くし，より柔軟な投資方式を採用することによって，
ファンドの現状を改善し，より多くのベンチャーキャピタルの投資を誘致す
る。政府系資金とベンチャーキャピタル資金の連携を図り，政府補助・信用担
保などの方式を採用し，投資初期の指導を行いながら，ベンチャーキャピタル
の市場運営を支援する。またベンチャーキャピタルが企業に対する注目度を向
上し，企業の融資ルートを多元化することによって，多様な資金システムを構
築する。
第４は，政策的な支援を強化する。一般的に言うと，政府によるベンチャー
キャピタルの支援は，市場の方法でベンチャーキャピタルの発展を促進し，ベ
ンチャーキャピタルが成長する外部環境を整備することである。財政的な補
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助，税制上の優遇措置，政府による信用担保・融資支援及び政府指定購入など
の方法を利用し，「組織的な投資」及び「中小企業への投資」を政策的に強化
し，また PR力を向上する。さらに，「３６条２０）」と浦東総合関連改革実験の政
策２１）をうまく利用することによって，大胆に先行実験を行い，イノベーショ
ン体制・ベンチャーキャピタル体制を構築する。政策的に産業構造を調整し，
機能を高め，政策を有効的に実行し，サービスを向上することによって，より
多くの企業が出資を受けることができるであろう。
第５は，政府サービスを向上し，ベンチャーキャピタルによりよい外部環境
を整える。政策的に支障がない限り，積極的にカウンター取引や創業市場を設
立し，ベンチャーキャピタルから脱出の方法を多様化する。また，企業を対象
に，関係法律や関連知識の教育訓練を行い，よりよい外部環境を整備する。更
に，政府による監督管理体制を改善し，自律的な組織を構築し，ベンチャー
キャピタルの運営を管理する。
お わ り に
以上の分析で明らかなように，張江開発区のこれまでの経済発展は国家主導
の形で外国の技術・資金を導入することで実現したものである。ハイテク型産
業の発展においては，人材が豊富に存在することが大きな要因であるが，一
方，IT産業ではハード面の集中，ソフトウェア産業では低付加価値工程の集
２０）２００６年上海市政府により『「上海中長期科学技術発展規画綱要」実施の若干関連政策』（中
国語名は『 施「上 中 期科学和技 展 要」的若干配套政策』である。通称３６
条）が実施された。この「３６条」政策は企業主導で市場引導・産学官連携のイノベーショ
ンシステムのもとで，イノベーションシーズの投入・イノベーション活動の効率化・イノ
ベーション価値の実現などを中心に企業を支援し，イノベーション活動での企業主体の役
割を実現することが目標としている。
２１）中国語名は「浦 合配套改革 点」政策である。１９７９年の対外開放政策を機に，深
は対外開放の窓として中国初の政策実験地として位置づけられた。２００５年，浦東総合関連
改革実験の政策によって，上海浦東地区は深 に次ぐ第２の実験地として位置つけられ
た。この政策は，これまで外資・公的資金依存の発展モデルからの是正を目的とし，国か
らの直接的な政策面・資金面での援助が約束されている。
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中などの現象から，高度な技術を持つ人材が不足で，技術開発はまだ低いレベ
ルにあることが分かる。
張江開発区は大都市型モデルとして地方型モデルより恵まれているにもかか
わらず，公的資金・外資による直接投資，大学・研究所などの質と量，帰国留
学生を含む高度な技術を持つ人材の集積など，中央型モデルとしての中関村は
より良い条件が揃っている。そのため，政府の直接投資政策の変換などの原因
で外資依存の状況から脱出していない張江開発区は，自前で資金調達できず開
発区での投資総額が下降傾向にある。
したがって，張江開発区の課題として，これまでの外資依存から自主的に資
金供給できるベンチャーキャピタルシステムを構築しなければならない。ま
た，インパクトが大きく，成果がすでに出ているプロジェクトに対して出資す
ることが多いが，成果が出る見込みが少ないものに対する支援ができていな
い。本来は研究開発段階に多大な資金が必要であり，商品化までは長い時間が
かかることが多いが，研究開発段階の育成支援が不十分である。更に，ベン
チャー企業，とりわけ大学発ベンチャー企業の場合，発明者である研究者が研
究と経営を兼業することが多いが，それらの多くは支援体制による経営コンサ
ルタントなどの経営支援が必要とされる。それに対して，インキュベーショ
ン・マネジャーや全面的な支援プランを提供し実施する人的資源の欠如などが
原因で，ベンチャー企業に対する支援は断片的なものにとどまっている。これ
らの課題を改善するには，法的な整備や政策的な支援が必要であり，政府の役
割が最も注目されている。
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